
浄土真宗の宗祖親鸞聖人は「浄土和
讃」の中で
安楽浄土にいたるひと

五濁悪世にかえりては
ごじょくあくせ

釈迦牟尼仏のごとくして
利益衆生にきわもなし

と言う一首を詠ま
よ

れています。この
ご和讃の中で親鸞
聖人は「「浄土に
往生した方は仏様
となり、そこから
私たちの生きる苦
しみや悩みの尽き
ない娑婆世界に立ちかえり、あたかも
お釈迦様のように、『南無阿弥陀仏』
の声となって私たちの現実を支えてく
ださる」とお示しになられます。
私たちは大切な人を失った時、その
人と関係がそこで終わってしまったか
のような喪失感を抱きます。もう会え
ない、もう声は聞けない、触れること
は叶わない、そのような寂しさで胸が
いっぱいになります。
しかし親鸞聖人は「「ほんとうにそ
うだろうか？」と、このご和讃をとお
して私たちに問いかけてくださいます。
確かに大切な人が亡くなれば、物理
的にはその人と関りを持つことは叶い
ません。しかし、それでその人とのつ
ながりのすべてが終わってしまうかと
言えば、決してそうではないのでしょ
う。その人が生きていかれた姿、そし
て亡くなっていかれたその姿が、今を、
そしてこれからを生きる私たちを支え
てくれると言うことがあるのではない
でしょうか。
その人が何を大切にし生きていった
のか、その人が何を願い亡くなってい
かれたのか、亡き人の願いを確かめる
ことは、それはそのまま今の私自身の
生き方を見つめなおすことにつながり
ます。「亡き人」と、今を生きる「私」
のつながりをもう一度見つめなおす大
切なきっかけとなるのが「お彼岸」で
あるように思います。
そう考えた時、「お彼岸」は私たち
が亡き人を一方的に供養する日ではな
く、私たちと亡き人がもう一度出会い
直す日なのかもしれません。

「あなたは、どういう生き方をしてい
ますか」
私たちは今、彼の岸から問われている
のです。
(荒山信〈名古屋教区惠林寺住職）「お
彼岸」東本願寺発行より）

第37回第2組同朋大会
日時 3月12日(土）午後2時
会場 御堂会館
4階Aホール

内容 勤行と法話
講題「願・自身

い の ち

～人生は食、これ
道なり～」
講師 酒井正夫師
参加費 1000円

(記念品有）
申込 お手次の寺院へ(定員60名）
あゆみの会第1回例会
みなさん、コロナウイルス

感染拡大が止まりませんが、
お変わりありませんか。
一昨年からコロナ騒ぎで、

一番大切な人と人との関りが
断ち切られ、この時期だから
こそ必要な仏法聴聞(聞法）会
が中止のやむなきにいたり、
残念な思いでここまで参りま
した。
今回は、はっきりしないこ

とですが、最大限のコロナ対
策を払い、緊張をもってマス
ク着用・手指の消毒と換気を
徹底しながら、第1回例会を開
催しようと思います。無理な
くご参加ください。ただし、
体調不安の方は無理をされな
いようにお願いします。感染
状況により変更があります。
日時 3月25日(金）13：30
会場 稱念寺(天王寺区夕陽丘）
講題「出会いを戴く」
講師 岸野 龍之先生

（稱念寺 住職）
アクセス
地下鉄谷町線「四天
王寺夕陽丘」下車⑤
番出口

絶対他力の大道
清澤満之師(林暁宇先生訳）

第7章
一切を如来におまかせした者
は、常に死の上に立って生き
るべきであります。殺される
も餓死も元よりおまかせした
身であります。
既に生死をおまかせした者
すで

にどうして衣食の心配がいり
ましょうか。もしお与えがあ
ればこれをいただき、お与え
が尽されば静かに死んでゆく

つく

ばかりであります。
もし妻子や家族を養わねば

ならぬ者は、まず妻子や家族
に衣食を与え、その残りで自
分を養うべきであります。も
し自分が死んだら妻子はどう
なるかというようなことは少
しも心配する必要はありませ
ん。それにはただ絶対他力の
おはからいを信ずることです。
如来は決して彼らを見殺しに
することはありません。（つ
づく）
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あゆみ通信
VOL156.
あゆみの会(真宗大谷
派大阪教区第2組同朋
の会推進員連絡協議会）
会 長 細川 克彦
広 報 本持 喜康

宗祖親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要テーマ「南無阿弥陀仏－人として生まれた意味をたずねていこうー」

迷い、教えで気づきまた迷う
日々の生活の中では、不足、

不平、不満と不安の毎日である。

いろいろな機会の仏法聴聞で

「不安は自らが作り出して、そ

の不安に自らが悩んでいる」と

教えていただいて、「なるほど」

と気付くが、日常生活の中では、

変わらず不安がいっぱいである。

毎日、寝る際には「朝起きて、

ちゃんと目が覚めるだろうか」

「膝痛で、いつ人工関節手術を

することになるのだろうか」

「コロナはいつまで続くのか」

などを愚痴も含めて思うことば

かりである。結局、頭では分かっ

ているつもりでも、身にはつい

ていないということ。

お釈迦様の縁起の法ではない

けれど、「縁次第で、なること

はなる、ならないものはならな

い。すべてはお任せである」と、

教わって納得しているのは、自

分の思い。教えが身に沁みるの
し

は難しい。

「難中之難無過斯」である。
し な ん む か し

繰り返しても、聞法すること

で気付かされる。それを繰り返

せばよいと、教えられる。(本）



紙上法話
大無量寿経の仏道⑦

延塚知道先生
だ か ら

光顔巍々と輝
こ う が ん ぎ ぎ

いとると言っ

ても、顔がき

れいだったと

言ってるわけ

じゃないんで

すね。お釈迦

様の智慧を、

そういう風にほめているんで

す。この智慧と言うのはどう

いうものなのか、分りますか。

難しいね、これは。つまり顔

がきれいということを言っと

るんではない。

お釈迦様の体からあふれる

ような智慧が輝いてますと、

そういう風に言ったわけです。

そういう出会いが起こってお

ると言うことは、お釈迦さを

智慧の仏様と仰いでいること

になります。今まで阿難は、

お釈迦様は勝れた人だ、しか

し普通の人間だと思っていた

のかもしれん。

ところがある日、お釈迦様

は智慧のお姿をしています。

そしてこう言います。「明ら

かなる鏡、清き影表裏を通る

が如し」お釈迦様のお姿は、

智慧の姿で輝いていて鏡のよ

うですと。鏡と言うのは、自

分の姿を映し出してくれる。

皆さんは、そんな人に会った

ことがありますか。

智慧があるって言うのは、

どういうことかと言うと、そ

れ自体で満足するって言うこ

とや。これはこれで、じゅう

ぶんである。いいところも悪

いところも全部、仏さまから

もらったところや。これ自体

で満足だという。自体満足し

ていると言うことが、智慧の

姿である。

満足しない心
反対に言うと、私たちは智

慧がないために、慢性欲求不

満症。一年中、慢性的な欲求

不満の症状です。人間は、そ

うなるようになってる。

お釈迦様が出家されるでしょ。

そして王子であった地位も名

誉も、みんな捨てますね。世

間のものを、捨てるんです。

それは何をいっているかと言

うと、私たちは世間のどんな

ものを持ってきても、絶対に

満足しない。そういう気持ち

がすべての人間の中にはある、

ということを教えてくれるわ

けです。

現代は皆さん金持ちになっ

て、豊かになったよ。僕が生

まれたころは、戦後の何もな

かったころだから、あのころ

から比べたら、みんなすごい

豊かになったよ。格好だけな

ら、みんな女優さんみたいや。

昔僕が生まれたころは、じい

ちゃん、ばあちゃんはみんな

破れたモンペはいていた。今

は、みんなきれいな服着てる。

だからと言って、それで十

分かと言ったらそうでない。

何かいつも足らんような気が

する。いくら金があっても、

健康であっても、名誉があっ

ても、何かいつも足らんよう

な気がする。

それは人間の中に、世間の

ものでは絶対に満足しない心

があるからです。けれども、

それを満足させようとした時

には、仏法聞いてない人は、

この満足しない心をどうやっ

て埋める。すると考え付くの

は、世間のことばっかり。金

持ちになろうとか、地位と名

誉をつけようとか、権力を持

とうとかそんなことしか考え

つかん。

だから世間のものでは満足

しない心があるのに、それを

埋めようと、また世間のもの

を持ってくる。そんなものは、

欲求不満になるに決まってる。

人間と言うのは構造的に、初

めから自体満足しないように

なってる。だからいつでも、

何か足らないような気がする。

いつも慢性欲求不満症になっ

てる。

ところが仏さんと言うのは

そうじゃない。自体満足して

いる。この智慧の姿の中で一

番はっきりしとるのが、自体

満足やと、それ自身で満足し

てる。そんな人が周りに。

もし一人でもいたら、ちょっ

とちがうよ。

僕らは欲求不満なものが集

まって、人間の関係ができと

る。いつも仲間を作って、そ

れでまた仲間同士で喧嘩する。

自分が足らんところを、何と

かして人で埋めようとしたり

して、人間の関係を作ってる。

旦那さんと奥さんの関係も、

同じじゃないですか。俺のた

めにとか、私のためにとか言

うようなことしか考えつかん。

いつも何か欲求不満の者同士

の、人間の関係しかできない。

そういう中に、自体満足して

いるが一人でもいると、人間

の関係が違うんや。うまいこ

と言われへんけど違うんや。

（つづく）

※この法話は、延塚先生が200
0(平成12)年6月本光寺の「光
雲研修会で話されたものです。

第156号 あ ゆ み 通 信 2022年３月１日

第2組聞法会
日程決まる

1月18日(火）午後5時から光

照寺で第2組教化委員会が、そ

して25日に組会が開催され、墨
林浩組長提案の聞法会が、以下

の通り決まりました。

いずれも14：00開会です。

〇第1回
日 4月28日(木）会場 宗恩寺
講師 大橋恵信先生

（18組 遠慶寺）

〇第2回「共に学ぶ正信偈」

日 5月27日(金）会場 了安寺
講師 新田修巳先生

（4組 正業寺）

〇第3回
日 6月18日(土）会場 法山寺
講師 宮部 渡先生

（15組 西稱寺）

〇第4回「共に学ぶ正信偈」

日 7月23日(土）会場 唯専寺
講師 新田修巳先生

〇第5回
日 8月27日(土）会場 光照寺
講師 広瀬 俊先生

（17組 法觀寺）

〇第6回「共に学ぶ正信偈」

日 9月27日(火）会場 専行寺
講師 新田修巳先生


